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　日本民俗音楽研究所はようやく紀要を発行す
ることになった。
　この研究所の萌芽は、筆者が国立歴史民俗
博物館に勤務していた時代(1985-1994)に文化庁
の全国民謡緊急調査(1978-1989)の資料をデータ
ベース化する作業をはじめたことにある。当時
はまだデータベース化についてはまったく考え
られていなかったため、資料のデータ化はきわ
めて困難で、筆者の定年時には完成までほど遠
かった。そのため私的な研究室を作り、その作
業を継続した。その後国立歴史民俗博物館から
再び事業として認められ、2007年には文字資料
のデータベースは完成した（「日本民謡データ
ベース」https://www.rekihaku.ac.jp/doc/gaiyou/

miny.html）。音資料の公開も準備されている。
　その過程で、民謡の主要な部分を占める仕事
歌はほとんど絶滅していくのを、筆者たちは目
の当りにしていた。そのためデータベース化に
協力した若い研究者たちとともに、研究室を日
本民俗音楽研究所として民俗音楽の調査研究を
行うことにした。ここでは研究員が個別のテー
マで調査研究することが中心で、相互の成果を
発表し、意見交換を行う研究会は多くはなかった。
　しかしその成果を世に問う紀要を発行すべき
ということになり、直川礼緒が編集を担当する
ことになった。直川は長年口琴を研究しているが、
口琴はすでに平安時代の遺跡から実物が発見さ
れており、江戸時代には庶民の間で楽しまれた
記録もある。まさに、日本の庶民が育んできた
民俗音楽の一面を表す重要な楽器である。筆者

たちは直川が口琴の研究者として国際的に高く
認められている存在であり、口琴の演奏家とし
ても国際コンクールで優勝した程の実力をもっ
ていることを承知している。また、日本では口
琴についてのまとまった研究書は出ていないの
で、創刊号を口琴特集とすることに同意し期待
することにした。
　直川は、日本の学問的にも誠実なすぐれた研
究者たちに声をかけた結果、福田聖、山名隆弘、
関根秀樹などの力のこもった論文や報告が集
まった。そのなかには関根の論文のように、こ
れまでに発表されたいわば趣味的なレベルの論
文を批判し、本格的な学問的研究のレベルに引
き上げるようなものもある。
　本紀要によって恐らく日本のすぐれた口琴研
究の現在の状況があきらかになるはずである。
　ただ、早い時期に執筆された方々には発行が
大変遅れたことを深くお詫び申し上げたいと思
う。

創刊にあたって
Preface to the First Issue of the Bulletin
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